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わが国の農業・農村の存立を求めてわが国の農業・農村の存立を求めて
～ ＴＰＰ交渉参加断固阻止を決議 ～
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【決議文の要旨】
　ＴＰＰとは、100％の関税撤廃を原則とする協
定で、参加すれば安い外国産農産物が大量に輸入
されます。
　そうなると、わが国の農業は壊滅的打撃を受け、
わたしたちが生活する地域社会が崩壊することは
明らかです。
　国は、３月に策定した食料・農業・農村基本計
画で、「ＦＴＡ（＊１）、ＥＰＡ（＊２）について、
食料自給率の向上、国内農業・農村の振興を損な
うことは実施しないことを基本に取り組む」とし
ていて、ＴＰＰ交渉に参加することは、この方針
に反することです。
　そこで、市農業委員会は、わが国の農業・農村
の存立をおびやかすＴＰＰ交渉への参加を断固と
して阻止します。

【福岡国際会議場で1月18日に開催された
県農業委員研修大会】

　鈴木宣弘さん（東京大学大学院教授）が、ＴＰＰ交
渉を背景に、食料の安定供給を将来にわたってどう確
保していくかという視点から、日本の農業・農村の存
在意義などを講演

＊１　ＦＴＡ（自由貿易協定）とは、２カ国間か複数国間で、
　　　物やサービスの貿易関税などを相互に削減・撤廃す
　　　る協定
＊２　ＥＰＡ（経済連携協定）とは、ＦＴＡ（上記）の内
　　　容に加え、投資や人の移動などの幅広い分野を含む、
　　　ＦＴＡを包括する協定

　市農業委員会では、昨年12月６日に開かれた委員会総会で、「ＴＰＰ交渉参加断固阻止に関する決
議」を全員一致で採択し、地元選出国会議員、県知事、市長、市議会議長らに対し強く要請しました。
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された地域名 農地区分 平均額

（円）
最高額
（円）

最低額
（円） データ数

吉武地区
農用地 9,700 12,000 3,300 41
そのほか ー ー ー ー

赤間地区
農用地 8,300 12,000 4,000 44
そのほか ー ー ー ー

河東地区
農用地 8,300 10,000 4,000 78
そのほか 10,000 10,000 10,000 1

南郷地区
農用地 9,600 12,000 5,000 131
そのほか 10,000 10,000 10,000 2

東郷地区
農用地 9,000 13,000 5,000 59
そのほか 10,000 10,000 10,000 1

田島地区
農用地 9,800 10,000 5,000 113
そのほか ー ー ー ー

神湊地区
農用地 ー ー ー ー
そのほか ー ー ー ー

池野地区
農用地 8,400 10,000 3,000 24
そのほか ー ー ー ー

岬地区
農用地 5,200 6,000 3,000 13
そのほか ー ー ー ー

宗像市
農用地 8,500 13,000 3,000

　507
そのほか 10,000 10,000 10,000

地域名 筆数

吉武地区 11

赤間地区 24

河東地区 7

南郷地区 33

東郷地区 4

田島地区 6

神湊地区 0

池野地区 79

岬地区 2

合計 166
＊データ数は集計に用いた筆数
＊金額は算出結果を四捨五入した100円単位
＊農地区分の農用地は農振農用地、そのほかは農振農用地外農地と市街化農地

＊市農地賃借情報（平成22年１月〜 
　12月）の使用貸借（無償）分

【田（水稲）】

【使用貸借（無償）分】
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賃貸借契約手続きの受付会場
（ＪＡむなかた赤間支店）
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「むなかた地域農業活性化機構」の
組織や事業内容などについて熱心に
学びました
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農
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者
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と
メ
リ
ッ
ト
】

●
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可

●
少
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●
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０
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●
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で
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Ａ
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３
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４
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し
ま
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う
！


